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して，その妥当な範囲ないし基準を定めることが求められた。これに対して，公正取引委員会で










































上あるのは，高島屋京都j苫 (36%→ 14%)，高島屋(東京) (27%→ 12%)，大丸京都庖 (34%→















本庖員 臨時応R 売 l仕入員 手伝!占員
常勤 臨時 常勤 臨時
東尽・横浜 03}g平均) 63 l 17 11 8 65 3 20 9 3 
名古屋 (3応平均) 62 。 24 13 l 64 。 26 10 。
京阪神 051占平均) 62 。 24 13 64 。 26 10 。
北海道 (8庖平均) 82 。 8 。 。 90 2 8 。 。
東北 (7広平均) 96 。 3 。 95 4 。 。
関東(京浜除く) (6(.1;‘F均) 97 。 3 。 。 95 1 4 。 。
静岡 (61h平均) 85 。 14 1 。 83 4 13 。 。
北陸 (61お平均) 82 5 12 l 。 83 4 13 。 。
山陽・四国平均 (71占平均) 78 2 15 5 。 77 2 16 5 。
九州 (21"占平均) 78 12 7 2 。 78 13 7 2 。
(出典)公正取引委員会事務局経済部調整課[百貨Jr!i業における特殊指定告示後の手伝員庖員使用に関する調査J0955年11月)。
(原資料注)この表には. 1954年6月以降に開業した百貨底は含まれていない。また三越百貨底は，本・支防いずれも 1954年5月の手伝庖対数が不明のため.除かれている。








平均 19% 平均 12% 平均 14% 平均 10% 平均25% 平均 16%
東横本広 20 17 松坂屋 20 17 十合(大阪庖) 39 29 
松屋本庖 25 16 丸栄 16 11 十合(難波庖) 25 20 
白木屋 21 17 名鉄 未開広 14 十合(神戸庖) 21 20 
高島屋 27 12 オリエンタル中村 11 大丸(大阪底) 31 23 
松坂屋(上野庖) 22 13 大丸(神戸j占) 29 25 
松坂屋(銀E主席) 28 17 大丸(京都応) 34 21 
伊勢丹 21 15 高島屋(京都庖) 36 14 
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衰-3 作業内容別手伝庖員配置数
商品 作業内容 』孔iJl; J1l阪 名I+;}昼 ，1・10 )，5 71苫 41，1 211，1; 
衣料品 紳士・婦人IA 布¥i整.修理，刺繍ネー ム入 10 6 3 19 
イージーオーダー・オーダーのM~寸， 1反申書 10 6 3 19 
既製IAの販売 。 。
レインコート 採寸。中il盤修理 7 4 12 
服地の一部 販売 2 2 。 4 
既製呉服(主に高級品) 調政販売 7 。 l 8 
呉服(主にJli級l日) 染色，加工の受注 4 4 9 
呉服付属，w，(;m= ~S;) 販売，別挑受注 4 6 
毛布 f，y，f'l原料の説明 4 。 。 4 
ふとん綿 品質原料の説明 7 。 8 
寝具 見布，'[り，受注承り 5 4 2 1 
婦人コート 採寸.布¥i盤 4 l 6 
コールセット，ブラジャー 1*寸，祁i殺， 1仮完 6 6 13 
フ、ラウス 有¥i蚊販売 4 3 。 7 
セーター !仮光 3 。 。
ベビーJIl，'，，'， !坂うII~ 2 3 6 
風呂敷 名入れ受注 9 4 l 1 
Yシャツ.カッターシャツ 日Ij挑，採寸 8 5 3 16 
市if人I~llr 採寸，別:~t 7 5 2 11 
男子。II 採τJ'，日IJ~t 5 7 
フルファション制n' 補修，説明!仮光 3 3 2 日
タオル.ノ、ンカチーフ :?"入れ，判明j染挑 5 2 日
足袋 別挑，採寸， 1i日数 5 l 2 日
毛糸 説明販先 5 。 。 5 
~ilj't アクセサリ 新製品の!仮光 3 。 4 
ハンドバック.袋物 日1)挑， 1坂 51~，修理 4 2 l 7 
i'1:金属 鑑定，修理l，加工 3 。 o 3 
美術工J!~ I~:ll 鍛定，林|談 2 。 3 
万"I，f[¥ }仮光， 1萎理 6 2 9 
文i;J!. 特殊文iu(.の販売 2 。 。 2 
楽部 キf1il楽背任の測律，修理Il 5 。 6 
玩n. 中、j殊玩-.n，の販売 5 。 2 7 
制t i~t靴の採寸，修理 7 5 2 14 
版物 はな給取替 2 2 2 6 
胞 l阪光，修理 2 2 2 6 
fヒキ1:.1'， 丈:;作tl淡，使用説明 10 6 3 19 
市方t、S，日'" {灼IJ説l!f 4 。 。 4 
手主J1J.'，'， 2 4 
手術機 2 2 5 
医療JIH- 2 。 。 2 
~~lL会~ìfì jf.a品 5 。 6 
ビニール製l 2 3 。 5 
1，¥;1 鑑定，修理 4 。 5 
jl![VJ川Jl. 手入れ， 1仮光 4 6 
写n機. ~lj:l'( l阪光，現像 l 。 。
クリーニング 1:1:分，修理{ 。 。 l 
家庭用品 )ふiJ瓜機 !仮光，修理I 3 。 4 3 氾気洗il機 説1J.1収光 2 。
ミキサー ;il.lYJ. 1仮光 3 5 
ラジオ，テレピ l仮?'~， 1疹理I 2 l l 4 
家具 (fJl， il) !仮光，布¥ij色別語t 8 4 2 14 
茶道具 流fM有線， 1仮う官 l l 。 2 
コンロ 説lyJ.販売 4 2 。 6 
陶磁器(向級，'，=，1，) l仮~j'~，受注 5 2 3 10 
ミシン 3 l 5 
冷蔵庫 2 l 4 
食料品 菓子類 販売 3 。 。 3 
ノfン 販売 。 。
茶 品質説明 。 2 
量り食用ifl 計五f器の操作 。 。 l 
(出典)表 1に同じ。
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表-4 東京の3百貨店の洋服売場の手伝庖員の状況 (1955年5月末現在)
1，;名 手伝庖只を派遣 手伝mn数 l11J)ゑ当り月平均納入額(千円) 本庖員数 手作、1，¥iU!本1，;している|問屋数 (上段は抜高，下段はi止低) J.l数(%)
リJ 12 :(，
ifl" 40:(， 21.480 
手伝 10名
100 t， 三越本府 23 40 
女 281'， 232 手伝 l名
リJ 35 ~古 ，n'88 1'， 9，159 
手伝 4名 紳士服 113t， 
向山屋 48 焔人・一子供IJ日164 :i'， 32 火 531'， 157 手伝 l名
リj 21 :(， 534 手イ云 10 t， 
白木屋 20 itl' 57:(， 27名 211 
久ー 36?'， 28 手伝 1名
(出典)表ー lにli;jじ。
それぞれ洋Jli売助手伝府民の状況を示したものである。三越本府は不明であるが，向島民と l'j 










た百貨庖の動きに対応して， 1~lt:l:の }11im をマネキン倶楽部に登録したり，同クラブの斡旋を椛ず
にマネキン!古日を従米の手伝mwに代えて派遣するようになった。ある問屋の報告では， r批近，
一部の百貨!苫は，当jf;の手伝、mHの仙川を断わり，日給の高いマネキンの派泣を嬰請する。マネ






































新規自民を大iit に採用した。たとえば，大丸東京Jî~1 は， 1954年10月の開庖時点で 1，449名の従
業只であったが，そのうち 20%にあたる 299名は大丸の京阪神の山からの転勤者であった。西
武百質問でも， 1954年6月の第2JUJ完成に続き， 1955年 1月予定の第3期完成に向けて庖舗の
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表-5 東京の 10百貨庖従業員の平均勤務年数(単位:年)
J~i名 男 女 全体
三越 10.0 4.0 7.0 
高島屋 10.0 3.9 6.3 
松坂屋上野庖 11.6 4.7 7目6
松坂屋銀座庖 10.7 3.1 6目7
白木屋 8.7 5.0 6.6 
来初{ 4.0 2.0 3.0 
伊勢丹 8.0 3.0 5.5 
大丸 6.0 0.8 2.0 
松屋 5.9 3.3 4.4 
西武 3.0 2.0 2.5 
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?? ?? ??????? ????????????????」?。?????? ?? ?? ???? ? ????。??手伝定員或少分に対する中途録用人
員数に対する割合
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が前年度の 21%にも減った高島屋で， lfiJ年9月まで58名を採用し さらに同年 12月まで 143
名を採用することとした。同じ比率で手伝庖員の削減となった松坂屋上野庖で、は同年 10月まで
















一ー一 1950年代半ばの主要百貨府の手伝員使用問題の一断面一一 67 





























以 I~.の百質問に派遣しており. 1 mのみのi反対1数はわからないが，ほとんどの問屋が複数の百貨
山に派遣していると思われる。 l百貨}Il:rあたりの派遣人民数は.1 ~2 名程度という回答が多く，
なかには 3~4 名ずつ派遣している IIUÆ{ もあったという。
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表ー7 手伝庖員に関する問屋への調査 (1955年4月)
派遣先百wm数 |悶尽数 指定にともなう措慣・ l形制 問屋数
10脂以上 4引き取って引き統きJjiU日する 11 
7-9庖 8一部解躍し残部を引き取る 9 
4-6庖 6全部解雇する 4 
1-3庖 7不明
A十 25 計 25 
(出典)前掲『百貨J.'g業における特殊指定告示後の手伝庖貝使用に関する ;a，~査J37-40H所JIXi百
w庖の使JfJする手伝庖nについての調査概要J(労働省雇用安定諜.1955年4月7日)。


































(;) lii1lL 27 -30 1。
(日)同性， 2Hi， 37 -40 W。
((i)阿川 2-31'i。
(7) liiH&l 11950 年代半ばのn本のlejWI，I!取引のーIflfifliJ。
(引 Ijíj掲「百貨応策における特殊指定{t.7j~後のf:伝1，!i rt1史川に|刻する調査J 8頁。
円)ここでの切熟知JI1I算定に|則する1組については，同il:，8 -10:Wによる。
'10) l，i1:iIL 10 氏。
(11)同1!L 1:Wo 
m) ここでの 11111:ぷ採 t7 とマネキン使mおよび、う'~.J:{:I:入に附する IlIJ足立については，特に断りのない限り，同書， 10-
12到による。
1:) liH1l:， 12 n。
1;)三越と松坂民 ()juX)の!]f.例 (l，il1l'，31 ).;[) 0 
il:l)凶武のiFsitl(l，iH'l， 31 -32 ):[) 0 
(Hilここでの行1'tJ，liの勤務年数と特殊技能に|刻する叙述は，午、?に|祈りのない限り，同書13-15頁による。
<l7J同ilL33-34n。
1M)ここでのU1tl，liの"'.1途採川に|則する叙述は， ~\\，に|析りのない IUi り. 1市町17-18頁によるo
1り)ここでの手伝I，¥;'nのMJIJとれ:型I!に|則する叙述は，村山断りのない限り.1白HIF.21 -23頁および37-40頁による。
なお， 'l~jWI，liの iUt.Jjf.対象は.コil!lì;;ド九月，三越~J!mu，!i.三越新f首脳，松坂屋上野席，松坂屋銀座庖，白木屋本庖，
~'lj ):b底本m. 点ー検渋谷!苫.AHVi池袋JiIf. fí~H{銀wm. 松原浅中:m ， jlg武，大丸。阪急，丸善の予定であったが，
阪急と九諮は手伝山貝を使JT1 しておらず.またi交l~'it公展は調査をt[I'i!，'したので.実際の調査対象が 12 庖になっ









The Problem of Dispatched Assistant 
Salespersons at Major Department 
Stores in Mid・50s]apan 
Satoshi SASAKI 
This paper examines the report entitled "An Investigative Report on the Employment of 
Dispatched Assistant Salespersons to Department Stores after Notification No.7， " issued by the 
FTC in November 1955 
The investigation came to the following conclusions: 
Firstly， many department stores determined the number of dispatched assistant salespersons 
to cope with the regulation against the dispatched assistant salespersons from suppliers， which 
was a rule under the 'Regulations on Unfair Business Transaction at the Department Stores.' 
Department stores filed up job vacancies by the irregular employment of college graduates 
as regular (ful-time) employees or by the by appointment of 'mannequins' (temporary sales 
women) as extraordinary employees. Commonly， suppliers filed vacancies with assistants 
and dispatched them to department stores taking the department stores' intentions into 
consideration and the department stores arranged and managed the dispatched assistant 
salespeople. 
Secondly， although the FTC gave a standard on 'special skils.' which allowed the stores 
to utilize the dispatched assistant salespeople， the department stores used a very broad 
interpretation of the standard. Therefore the problem of regulating assistant salespersons had 
a variety of interpretations from the beginning. 
